
 小林秀峰高等学校第３回体育大会 平成２２年１０月１６日（土） 

 
爽やかな秋空の下、秀峰第３回の体育大会が開催されました。６００名以上が来校され、本校生の溌剌

としたプレーに感動されていました。伝統の見事なラジオ体操（上） 男女力を合わせての団技（下） 

 



 

どの競技にも一生懸命に取り組んでいる姿が、とても爽やかでした。アンカーになるまで、勝負は分かりません。 

 

保護者や地域の方々も楽しみにしていた応援披露は、今年もまた素晴らしいものでした。各団が趣向を凝らした演舞は、

一糸乱れぬもので、チームワークの見事さにみんな感激していました。相当な練習の成果だと思いました。昨年に続い

て、建築環境科が優勝でした。（上）この応援披露も秀峰の伝統として、今後も続けていってほしいものです。 



 

いよいよ入場行進が始まります。元気が溢れていました。 

 

女子は男子に追い越されないように、男子は女子を追いかけて 

 

４人の息がぴったり合っていました。 

 

女子も男子に負けないように必死に４人で走りました。 

 

バトンタッチもスムーズに。まかせたぞーーー。 

 

障害物競走では、係も次のセッティングに大変でした。 

 

校歌を各団が大きな声で歌い、団員の意気込みを表現 

 

５団が校歌を歌ったので地域の方々も覚えられたのでは 

どの競技一つを取ってみても、生徒たちが一生懸命に取り組んでいる姿が印象的でした。秀峰生が何事にも真剣に取り

組む姿勢がよく表れていました。これも「秀峰ブランド」と言えるものだ思います。 



 

３年生と保護者が楽しみにしていた伝統の民踊。 

 

みんな笑顔で踊っていました。とてもいい雰囲気でした。 

 

運動部の紹介もありました。陸上部と野球部 

 

ハンドボール男女 各部が練習の様子を紹介しました。 

 

空手部 ウエイト部がバーベルを持ち上げて歩きました 

 

バレー部、サッカー部などもボールをあげたり蹴ったり 

 

女子も騎馬を作って頑張っていました。 

 

するすると登っていく男子の動きに見とれていました 

保護者や地域の方々への日頃の「感謝」の気持ちを込めて、みんなよく頑張ったと思います。生徒も保護者も練習して

臨む「ＰＴＡ民踊」も小林工業からしっかり引き継ぎ、秀峰の素晴らしい伝統となっていくでしょう。 



 

ＰＴＡ会長さんからも、優勝旗が授与されました。 

 

校庭は大勢の観客で溢れていました。 

 

テントに入り切れなくて、立ち見も出ました。 

 

応援披露のときには、式台前に多くのカメラマンが集合 

 

青団（機械科）の応援 ぴったり息が合っていました。 

 

緑団（商業科）の応援 扇子を使って見事な応援 

 

黄団（経営情報科）の応援 浴衣姿の応援もユニーク 

 

赤団（電気科）の応援 見事な動きでした。 

生徒のみなさんの機敏で元気溢れる爽やかな行動に、みなさん感動されていました。「とても素晴らしい体育大会でした。」 

という感想を多くの方々からいただきました。秀峰の素晴らしさをアピールできた一日でした。次は、文化祭に向けて。 


